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対象は 6 年から 13年間にわたり脊髄造影を含むX一線検査，および神経学的所見などの臨床症状を死
亡に至るまで定期的に繰り返し行い得た頚椎症性脊髄症患者 9 例である。全例男性であり，保存的治療
のみを行った自然経過例である O






圧迫率の程度により二群に大別した。第 1 群は正常範囲内のもの，第 2 群は正常値以下の高度の圧迫
率を有するものとした。




















(1) 頚椎症性脊髄症 9 例の剖検を行い，その脊髄横断面の圧迫率により正常範囲内の群 第 1 群，正
常以下の群第 2 群とに大別した。
(2) 臨床像第 1 群の初期症状は主に下肢障害であり，末期に手指筋萎縮，功綴障害が表れている。
一方第 2 群では初期にすでに第 1 群の末期症状である手指障害が認められており，末期には四肢産性麻
庫の状態に至る。
(3) 病理組織所見第 1 群では灰白質前角，中間部に軽度の変性，白質では側索のみの変性を認める。
第 2 群では灰白質全体および白質の側索，後索中央部に変性を認める。
(4) 臨床像，および病理組織所見での第 1 群と第 2 群の関連性から，頚椎症性脊髄症の病理組織像の
過程を推論した。すなわち，脊髄病変は灰白質中間部，白質側索部より始まり病態の進行とともに灰白
質全体，白質後索部まで変性が及ぶと考えられる。
(5) 頚椎症性変化すなわち骨軟骨性突出や，脊椎管前後径など圧迫因子についてみると，脊椎管前後
径のみ両群で明らかな違いを認めている。すなわち，病態の増悪因子に脊椎管前後径は重要な役割を担っ
ていると思われる。
論文の審査結果の要旨
頚椎症における脊髄症の発生機序にはなお不明な点が少なくない。本論文は本症の 9 例において生前
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長期にわたり観察し死後病理解剖によってこの機序を解明しようとしたものである。
その結果，脊椎管前後径とその病理所見および，臨床像の重症度が相関しており，この前後径が脊髄
症発生機序の因子として非常に重要であることを明らかにしている。また，脊髄圧迫率からその非可逆
性病変にいたる臨界圧迫を求め臨床との接点を明らかにした。これによって最近の画像診断で得られ
る脊髄形態からその病変の部位・程度を検索することを可能にし得るものと思われる。
以上の事柄により，本論文は医学博士論文に価するものと思われる。
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